
３）それだけじゃいけない

このような評価システムから
こぼれ落ちる多くの課題がある



コンパクト性が高いとそれでいいのか？
１９９６住区の中で最も交通環境負荷の低い住区



質を伴った高密化政策(米国）

質を高めるとい
う視点が不可欠



岡山県民の生活行動圏
－第1回調査結果報告書（1979年） －
－第9回調査結果報告書（2000年） －

有効サンプル数

6997

有効サンプル数

6432

＜調査内容＞
・岡山県下７８市町村全てを対象
・フェイスシート（性別・年齢・職業・現住所）
・生活行動（１５項目）についての目的地場所・
利用交通手段・選択理由・片道移動時間など

長期的に我々は生活(行動）をどうかえたか？

（PT調査や道路交通センサスではうまくわからない）



10～29%増加
30～49%増加
50%以上増加
乗用車

5～9%減少
10～14%減少
15%以上減少

「生鮮食品」購入トリップにおける各市町村居住者の利用交通手段変化（79-00）

乗用車 徒歩



0% 20% 40% 60% 80% 100%

⑦農村地区(遠隔地区）

⑥農村地区（１次型）

⑤農村地区（２次型）

④農村地区（３次型）

③地域中心都市

②中心都市周辺地区

①中心都市

近い・便利 駐車場の便がある 値段が安い 親切・サービスが良い

品物が豊富 掛買・クレジットが使える 流行・センスが良い 品質が良い

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

⑦農村地区(遠隔地区）

⑥農村地区（１次型）

⑤農村地区（２次型）

④農村地区（３次型）

③地域中心都市

②中心都市周辺地区

①中心都市

近い・便利 駐車場の便がある 値段が安い 親切・サービスが良い

品物が豊富 掛買・クレジットが使える 流行・センスが良い 品質が良い

図 家庭電気製
品購入における
目的地選択理由

居住地ベース
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